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お問い合わせ先

（株）日立製作所 公共システム営業統括本部 カスタマ・リレーションズセンタ
http://www.hitachi.co.jp/pchannel-inq/

■ 情報提供サイト
http://www.hitachi.co.jp/Div/jkk/kyoiku/solution_kyoiku.html

社会人に欠かせないIT力を証明する国家試験
「ITパスポート試験」

組織のIT力向上とコンプライアンス強化にも貢献

ビジネスにITを活用するためには、情報システム部門に
限らず、情報システムを利用する側の社員一人ひとりが、IT
を理解し、IT力を養うことも必要です。iパスを通じて習得し
た基礎知識を生かすことで、ITを積極的に活用した業務効
率化が図れるようになります。また、ITを取り入れた新規ビジ
ネスやイノベーションの提案ができる人財育成も可能となりま
す。営業職であれば、お客さまに製品やサービスをわかりや

すく説明でき、ニーズをより深く把握できることで、営業力の
強化にもつながります。さらに、機密情報や個人情報の漏え
いを未然に防止する知識を身につけることができ、コンプラ
イアンス強化による企業価値の向上にも貢献します。

こうしたメリットから、社員研修や新入社員研修にiパスを
活用する企業が急速に増えており、企業全体のIT力向上
に欠かせないライセンスとなりつつあります。

日立が支えるCBT方式の試験システム

iパスでは2011年から国家試験初の試みとなるCBT※2方
式が導入されています。CBT方式とは、データベース化し
た試験問題をインターネット経由で試験会場へ配信し、コン
ピュータ上で出題、解答、採点を行うもので、試験終了と同
時に結果を確認できるのが特長です。受験場所や開催日
時の自由度が増すため、受験者の利便性が向上します。

iパスを実施する独立行政法人情報処理推進機構から、
日立はCBT方式の試験システムを受託し、開発・運用まで
を担っています。受験者の申し込み受け付けから受験票発
行、iパスの実施、採点、結果通知など、高信頼のクラウド基
盤を活用したシステムの安定稼働により、iパスの運営をトー
タルに支援しています。

ビジネスにITを活用する、すべての社会人のための

「パスポート」となるiパスをこれからも日立のシステムが支
援していきます。
※2 Computer Based Testing

試験会場イメージ
日立はプロメトリック社と協力しiパス試験会場の運営も行っています。

（写真提供：プロメトリック社）

ビジネスにITを活用する社会人のための「国家試験」

ITは多くのビジネスで活用されており企業活動において
も非常に重要な役割を担っています。グローバル化やITの
高度化にともない、企業は「英語力」とともに「IT力」を持った
人財を強く求めています。

そこで、社会人・企業人に必要とされる基礎的な知識を
身につけ、IT力を証明する国家試験として経済産業省が
創設したのが「ITパスポート試験（以下、iパス）」です。

iパスでは、テクニカルな知識にとどまらず、企業活動、経
営戦略、財務や法務、プロジェクトマネジメントなど、ITを活
用するうえで前提となる多岐にわたる知識がバランス良く出
題されるため、社会人から学生まで幅広い層から支持され

ています。2009年の試験開始以来、応募者数は年々増加し
ており累計応募者数は77万7,920名※1にものぼっています。
※1 2016年度現在

ITパスポート試験応募者数推移
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●本誌記載の内容について
社外からの寄稿や発言は、必ずしも当社の見解を示しているわけではありません。
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ニュースリリースの一覧はこちらからご覧いただけます
http://www.hitachi.co.jp/products/it/portal/news/

Information

エグゼクティブ向け情報誌「Realitas」Webサイトで公開中！

　「レアリタス」は、リアルな価値と時代の息吹を実感できる情報を、各

界で活躍される方々へのインタビューやエッセイを交えて紹介する経

営者向け情報誌です（年3回発行）。

　2017年5月に発行したVol.19からはWebサイトで公開をはじめました。

　Vol.19では、前橋育英高等学校野球部の荒井 直樹監督と執行役

副社長 システム＆サービスビジネス統括責任者の塩塚との対談のほ

か、世界の辺境を訪ねる紀行や、歴史に見る交渉術についての寄

稿、インタビューなどを掲載しています。

現場への到着時間の短縮による被害の最小化や救命効果
のさらなる向上に貢献する機能など各種機能をパッケージ
ソフトウェア化し提供

迅速な現場特定と情報共有で
消防指令センター業務を支援する
「日立高機能消防指令システム」を販売開始
（7/6発表）

SaaS型ITサービスマネジメント「ServiceNow」と統合システ
ム運用管理「JP1」を活用し、ビジネス環境変化に応じたIT
サービス運用の全体最適化を実現

企業のITサービス運用の継続的な改善を支援する
「IT運用最適化サービス」を提供開始
（6/29発表）

日立グループ内の営業部門26部署、約600人を対象に行っ
た実証実験で、幸福感と業績に相関性があることを確認

AIの働き方アドバイスが職場の幸福感向上に寄与
（6/26発表）

レアリタス

〉〉〉Realitas Webサイト
http://www.hitachi.co.jp/products/it/portal/info/magazine/realitas/

後送

　Vol.20は9月中旬に完成予定です。冊子の送付を希望する方は

日立ID会員サービスから申し込むことができます。

〉〉〉日立ID会員サービス
http://www.hitachi.co.jp/hjid/

＊ 日立ID会員サービスのご利用には、日立IDへのご登録（無料）が必要です。
＊ 「レアリタス」の送付申し込みは、管理職以上に限定しております。
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